
定員

3 日 18 時間

会場

受講料

日付 科目 講師

開講式・オリエンテーション

中小企業を取り巻くリスクとBCPの

考え方

BCP策定支援の進め方【演習】

受講者交流会

10/8

(水)

BCP導入支援の振り返りとまとめ

閉講式

10/7

(火)

17:30～18:30

12:30～14:00

災害図上訓練【演習】（※）

これまでに策定したBCPに実効性があるか、災害図上訓練を通じて確認します。

それによりBCP策定の必要性を体感します。

  (※）災害図上訓練とは、実際の緊急事態発生と似た状況を作り出し、シミュ

　　 　　レーションのプレーヤーとして、それぞれの役割を演じてもらうことにより、災

　　　　害時の役割を理解し、その役割を的確に実施するためのノウハウを取得

　　　　することを目的とした訓練です。

1968年生まれ。チーフコンサルタント。

外資系投資銀行、外資系保険会社勤務を経て投資ファンド運営会社に参画。

国内中堅中小製造業に特化したM&A案件発掘、投資戦略立案業務を中心に、案件の特性に応じた提携先とのプロジェクトチーム組成の際のプロジェクトマネージャーと

して業務を遂行。

2009年より現職。「企業価値を高めるためのリスクマネジメント」のアプローチでコンプライアンス、BCP、内部統制等のコンサルティングに従事。

9:40～10:00

10:00～12:30

「リスク」および「リスクマネジメント」について、その概念を体系的に理解すると同時

に、社会環境の変化に伴うリスクマネジメントの拡張や変化について学びます。

また、リスクマネジメントの手段として、有効なBCP（事業継続計画）の意義と概

要について学びます。

10/9

(木)

9:00～11:30

14:00～16:00
研修のまとめとして、BCP導入支援のポイントや、支援機関として支援のあり方や

支援担当者の果たす役割について確認します。

16:00～16:10

株式会社フォーサイツコンサル

ティング

取締役　五十嵐　雅祥

13:30～17:00

BCPの策定支援に必要となる作成の手順と勘所や、防災対策とBCPの違いにつ

いて、「中小企業BCP策定運用指針」に則り、事例を用いて実際に作成すること

により、実践的に学びます。

・事業影響度分析

・事業継続戦略・対策の検討

・初動対応体制の整備

・教育・訓練計画
9:30～12:00

13:00～16:30

講師氏名 略歴

五十嵐　雅祥（いがらし　まさ

よし）

株式会社フォーサイツコンサル

ティング　取締役

内容

研修のねらい

日本各地で発生する大規模災害等による緊急事態は、中小・小規模事業者にとって存続の危機をもたらす深刻な課題となっています。本研修では、これらのリスクに迅

速かつ的確に対応し、事業継続を支える要となる事業継続計画（BCP）の重要性を理解します。さらに、被害を最小限に抑え、事業の早期復旧を可能にする具体的

な支援スキルを習得することで、支援機関職員が地域経済の持続可能性を高める重要な役割を果たすことを目指します。

研修の特徴

1.災害リスクの現実を踏まえた実践的な学習

  地域で頻発する災害や社会変化に対応したリスクマネジメントの知識を基礎から応用まで体系的に学びます。

2.現場で役立つスキルの習得

  事例を用いたBCP策定演習や災害図上訓練を通じて、実務で即応可能なスキルを実践的に磨きます。

3.地域経済を支える支援者としての役割強化

  支援機関職員が地域事業者の信頼を得て、事業継続を支援するための具体的な手法と心構えを学びます。

2025年10月7日(火)～9日(木)
研修期間/時間数

対象者
　中小企業支援担当者又は中小企業支援協力機関の役員及び職

員で、中堅担当者又は職務経験5年程度以上の者

23,000 円

科目構成

時間

中小企業大学校瀬戸校　1階　パソコン実習室

20 名

タイトル リスクに備えるBCP策定支援の実践法

カリキュラム
コースコード：25-407


